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4.研究テーマ 
（和文）富士山頂の大気中二酸化炭素濃度の長期観測 
 (成果) 2022年 9月から 2023年 7月の間、富士山頂での大気中 CO2濃度の連続観測と月一回のフラスコサンプ
リングの越冬観測に成功した。また、2023年夏期観測期間中は、CO2濃度の連続観測とフラスコサンプリングを継続実
施し、2023-2024年の越冬観測の準備をおこなった。観測結果から、2022年の富士山頂 CO2濃度の年平均値は
419.6 ppm で、2021年の年平均値と比べて 2.0 ppm増加したことがわかった。フラスコサンプルについては、現在分
析中である。 
衛星通信を用いた CO2濃度観測データの送信について、2021年 7月以降通信が失敗していたが、2023年 8月
21-22日の現場調査と改修作業で、2年ぶりに衛星通信経由の観測データ送信が復旧した。現時点（2023年 9月
19日）で、毎日 CO2濃度観測データの受信に成功している。 
 
（英文）Long-term observation for atmospheric CO2 mole fraction at the top of Mt. Fuji 
 (Results) We successfully conducted continuous observations of atmospheric CO2 concentration 
and monthly air sampling at the summit of Mt. Fuji during the winter observation period in 
2022-2023 (from September 2022 to July 2023). During the 2023 summer observation period, 
we conducted continuous observation of CO2 concentration and flask sampling and prepared 
them for the winter observation in 2023-2024. The observational results showed that the 
annual average of CO2 concentration in 2022 was 419.6 ppm, which was 2.0 ppm higher than 
the annual average in 2021. Flask samples are currently being analyzed. 
Transmission of CO2 observational data via satellite internet access had been unsuccessful since 
July 2021, but it was restored after on-site investigation and repair work on August 21-22, 
2023. We received daily CO2 data successfully at present (September 19, 2023). 

  

http://npo.fuji3776.net/index.html
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	夏期期観測2023に関するアンケート調査
	1. 今回観測に参加されて、改善すべき点その他お気づきのことがございましたらお聞かせください。
	（今回のコロナ感染症対策についてもご意見がありましたらお願いします。）
	 測候所には2015年以来の訪問でしたが、室内が以前よりとてもきれいになっていると感じました。NPOおよび山頂班の皆様のご尽力に感謝します。山頂には１泊ｘ２回でしたが、とても快適に作業ができました。
	2. 来年以降の観測に向けて、当NPO法人に対して希望されることがございましたらお聞かせください。
	 コロナ対策に関係なく、引き続き現状のように山頂滞在人数を制限して調整していただけると、作業しやすくて良いと思います。
	 チューブ・ケーブル穴の再設計は難しいでしょうか。配管を増やす予定は全くありませんが、現状ではチューブに異常があっても張り替えが非常に困難なので将来が心配です。
	3. 次年度も参加を希望されますか。
	希望します。
	4. その他どんなことでも結構ですのでご自由にお書きください。
	10年現場を担当していた野村が退職し、これまで後方から指示するのみであった寺尾が現場作業も行うことになり、NPO事務局や山頂班の方々にはご心配をおかけしたと思います。無事に長期観測を途切れさせることなく継続できましたので、引き続きよろしくお願いいたします。

